
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転倒予防に必要不可欠な姿勢を保持する力。 

その姿勢保持に必要となる３つの大事な情報は、 

視覚情報 ・ 体性感覚情報 ・ 前庭感覚情報 

と言われています。 

 

高齢者はその中でも有効視野の狭窄による、転倒 

への影響が大きいとの報告があります。 

BlazePodを活用し、身体の筋力強化や柔軟性の向

上に加えて、視覚情報にアプローチすることでも転

倒予防を図っています。 

【ご利用にあたってのお問合せ】 

リハビリステーション マザー 
427-5363（安達・西川まで）   
リハビリスタジオ マザー 
427-5371（戸田・河﨑まで）     

で 転倒予防 

主任ケアマネージャーを 

募集しています。 

 

詳細はホームページにてご確認。 

または 079-427-5360まで、 

ご連絡お願いします。 

 


